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はじめに
長野県の茅野市と立科町の境界に位置する白樺

湖周辺の一帯は，周辺の霧ヶ峰や八ヶ岳連峰の太
古の火山活動によって形成された高原となってお
り，標高 1,300～1,700 m 程度の範囲で緩やかに起
伏する地形が広範囲に広がっている．この一帯は
太平洋と日本海の分水嶺に当たり，至るところで
湧水流が端を発しているが，緩斜面を流れる沢筋
は，急斜面を流れ下る通常の山地渓流とは様相を
異にしている．筆者は，2018 年から，主として白
樺湖北側の別荘地周辺を中心としたエリアを繰り
返し訪れ，水生甲虫の分布調査を行っている．こ
れまでの調査で，本州で正式な記録が少ないと思
われるアサヒナコマルガムシを多産する生息地を
見つけているので，他の種の記録も合わせて報告
したい．今回紹介する水生甲虫は，いずれもこの
高原一帯では相当な個体数が見込まれるため，本
報告では，採集地も特に伏せることなく紹介する．
関心のある方はぜひ追加の調査を実施されたいが，
人跡未踏と思われる貴重な場所も多いため，節度
を持って臨まれたい （自戒を含む）．

調査地
調査地は以下の 5 地点である （図 1 参照，各地点

の環境については後述）．地点 E は八ヶ岳中信国定
公園内であるが，特別保護地区外である （長野県，
2020）．
A：長和町姫木平 （大門川源流域，alt. 1,270～1,277 m）．
B：長和町姫木平 （エコーバレースキー場，alt. 1,450 m）．
C：長和町大門鷹山 （鷹山川源流域，alt. 1,386 m）．
D：長和町美し松 （本沢，alt. 1,242 m）．
E：立科町蓼科山西麓 （樽ヶ沢源流域，alt. 1,703 m）．

採集方法
流水，止水を問わず，主に水際の浅い所をスプー

ン等でかき混ぜて目視で探索した．水生甲虫は夜
行性種が多く，また，夜間の方が水面に空が映ら
ず水の中を見通しやすいため，地点 A，E では夜間
の調査も行った．

採集データ
標本はすべて筆者採集・保管である．種同定に

は，特記したもの以外，森・北山 （2002） 及び中島
ら （2020） を参照した．
クビボソコガシラミズムシ Haliplus japonicus Sharp, 
1873

2 ♂ 1 ♀，地点 A, 29. VII. 2019.
念のため，♂交尾器の形状を岩田ら （2019） を参

照し確認した．
コツブゲンゴロウ Noterus japonicus Sharp, 1873

1 ex., 地点 A, 29. VII. 2019.
マメゲンゴロウ Agabus japonicus Sharp, 1873

1 ♀，地点 A, 22. VI. 2019; 1 ♂ 1 ♀，地点 E, 29. 
VII. 2019.
ホソクロマメゲンゴロウ Platambus optatus （Sharp, 
1884）

1 ♂ 2 ♀，地点 A, 22. VI. 2019; 1 ♂，地点 B, 22. 
VI. 2019.
チビゲンゴロウ Hydroglyphus japonicus （Sharp, 1873）

1 ex., 地点 A, 29. VII. 2019.
チャイロシマチビゲンゴロウ Nebrioporus anchoralis 
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図 1．白樺湖周辺の採集地 A ～ E（地理院地形図を元に加筆）．
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（Sharp, 1884）
2 ♂ 1 ♀，地点 A, 29. VII. 2019.

アサヒナコマルガムシ Anacaena asahinai M. Satô, 
1982 （図 2）

3 exs., 地点 A, 11. VIII. 2018; 3 exs., 地点 A, 16. IX. 
2018; 2 exs., 地点 C, 3. V. 2019; 3 exs., 地点 A, 5. V. 
2019.
キベリヒラタガムシ Enochrus japonicus （Sharp, 1873）

1 ex., 地点 A, 11. VIII. 2018; 2 exs., 地点 A, 5. V. 2019.
クナシリシジミガムシ Laccobius kunashiricus 
Shatrovskiy, 1984

1 ♂，地点 A, 22. VI. 2019.
交尾器の形状を佐藤・吉富（2018）を参照し確

認した．
ダルマガムシ属の一種 Hydraena sp. 1 （図 3）

5 exs., 地点 A, 30. VI. 2018; 2 exs., 地点 A, 11. VIII. 
2018; 1 ex., 地 点 C, 3. V. 2019; 3 exs., 地 点 A, 5. V. 
2019; 2 exs., 地点 A, 22. VI. 2019.

得られた個体はほとんどがホソダルマガムシ H. 
riparia Kugelann, 1794 と思われるが，よく似た流水

性の別種と思われる個
体も含まれるため，同
定は保留する．
ダルマガムシ属の一種 
Hydraena sp. 2 （図 4）

1 ex., 地 点 D, 3. V. 
2018.

採集状況・環境
地点 A （姫木平）：

大門川の源流域に造
成された堰によって

池ができており （図 5），その上流側では，緩やか
な斜面の樹林帯の中を，幅 1 m，深さ 20 cm ほどの
浅く細い沢が蛇行しながら流れている （図 6）．川
の両側では至る所で湧水が流入しており，川周囲
の林床には水溜り状の微小湿地が点在している （図
7）．このような微小湿地では，非常に多くの個体
のアサヒナコマルガムシ，Hydraena sp. 1，ホソク
ロマメゲンゴロウ，キベリヒラタガムシが確認で
きた．川本体では，水没している流木の表面から

図 3．Hydraena sp. 1 （地
点 A 産）．微小湿
地で最も多く見つ
かるタイプ．

図 2．アサヒナコマルガムシ
（地点 A 産）．標本では
黒色だが，生体時はき
れいな茶褐色である．

図 4．Hydraena sp. 2 （地点 D 産）．
流量の多い本沢の流水中で
見つかった個体．

図 5–7．地点 A（姫木平大門川源流域）．5：堰で形成され
た池（2019 年 6 月 22 日）；6：池の上流側（2018 年 7
月 1 日）；7：川周囲に点在する微小湿地（2018 年 9
月 16 日）．
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Hydraena sp. 1 が得られた．池の水際からは，ク
ビボソコガシラミズムシ，コツブゲンゴロウ，マ
メゲンゴロウ，チビゲンゴロウ，チャイロシマチ
ビゲンゴロウ，クナシリシジミガムシが得られた．
いずれも個体数は多い．上記の川周辺の微小湿地
は不安定な環境のようで，降水後の 2018 年 6 月
30 日の夜間には多くの水溜りができており，上記
の多くの甲虫が見られたが，翌日の日中に再訪し

たところ，大半の湿地が干上がってしまっており，
虫たちは姿を消していた．
地点 B （姫木平）：同地にあるエコーバレース

キー場のゲレンデの下端部に消雪用の井戸があり 
（図 8），中から氷水のように冷たい水が湧いていた．
この中からはホソクロマメゲンゴロウが 1 匹確認
された．道路脇にあふれた水も調べたが，他に虫
は見つからなかった．
地点 C （鷹山）：調査地は，黒曜石ミュージアム

の敷地のすぐ北側の斜面から湧いている湧水流で
ある （図 9）．緩斜面から湧いているため，上記の
大門川周辺と同様に，水溜り状の微小湿地となっ
ていた．当日は都合上短時間の調査しかできなかっ
たが，湿地部分をかき混ぜると，アサヒナコマル
ガムシと Hydraena sp. 1 が容易に浮いてきた．
地点 D （本沢）：美し松別荘地を抜けると本沢に

降りることができる．本沢は，上記の大門川とは
異なり，流量の多い通常の山地渓流の様相である．
水没している流木を拾い上げては表面を調べると
いう作業を延べ 3 時間近く行い，1 本の落ち枝に
Hydraena sp. 2 が 2 匹とまっているのが見つかった 

（うち 1 匹は紛失）．
地点 E （蓼科山西麓）：樽ヶ沢 （上記本沢の上流） 

の源流域に当たる．この一帯は，樹林帯の下を細
い湧水流が網目のように流れており，微小湿地が
広く点在しているようである （図 10）．夜間に樹
林内部に分け入って調査したところ，ごく浅い湧
水流の至るところでマメゲンゴロウが見つかった．
入念に調べたつもりだが，本種以外の甲虫はまっ
たく見つからなかった．

考察
アサヒナコマルガムシは，北海道では普通だが

本州では稀で，高層湿原などに見られるとされて
いる （中島ら，2020）．実際，関東から中部地方に
おける採集地が明確な既存の記録としては，群馬
県尾瀬ヶ原 （Satô, 1982），茨城県岡見湿原 （高野・
大桃，2005），岐阜県天生湿原 （長谷川，1988） が
あり，いずれも高層湿原における採集例である．
しかし，今回の報告の通り，少なくとも白樺湖周
辺においては，湧水による水溜り状の微小湿地に
極めて普通に見られるようである．高層湿原のよ
うな場所は環境保全のため採集禁止となっている
場合がほとんどだが，今回のような高原の微小湿
地を探索すれば，生息地は相当数見つかるのでは
ないだろうか．このような微小湿地は，白樺湖周
辺では緩斜面の湧水流周辺に点在しているが，い
ずれも上空は樹林に覆われているため，地形図や

図 10．地点 E （蓼科山西麓） の湿地状の林床 （2019 年 7 月
29 日）．

図 9．地点 C （鷹山） の微小湿地 （2019 年 5 月 3 日）．写真
では分かりにくいが，林床にわずかな湧水流がある．

図 8．地点 B （姫木平エコーバレースキー場） にあった消雪
用の井戸（2019 年 6 月 22 日）．
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航空写真を眺めてもその存在を確認するのは困難
である．地形図を眺めて等高線間隔が大きく広がっ
た緩斜面の樹林帯を狙うとよいかもしれない．

今回報告した 5 地点の水辺はいずれも同一水系
に属するが，最も高標高の地点 E で確認された水
生甲虫はマメゲンゴロウのみであった．地点 E の
環境は，標高差を除けば，地点 A の沢周囲の湧水
流による微小湿地と同様であると思われるが，マ
メゲンゴロウは，地点 A では池の水際で得られて
いるだけで，上流側の微小湿地ではまったく確認
できていない．分布の境界がどこにあるのか，今
後の調査課題である．

今回の調査で，アサヒナコマルガムシが生息す
るような微小湿地では，Hydraena sp. 1 もセット
で見つかっている．このような微小湿地で見つか
るダルマガムシは湿地性のホソダルマガムシと思
われるが，地点 D においては，ホソダルマガムシ
に酷似した明らかに流水性と思われる個体が水没
した流木から得られている （図 3–4）．地点 A で得
られた個体には両種が混在している可能性があり，
標本の検討も不十分なため，追加の調査結果も含
めて改めて報告することとしたい．

おわりに
今回紹介した高標高地の緩斜面の湧水流のよう

な環境は，地形図を眺める限り，長野県に限らず

至る所にありそうである．同好諸氏の方々も，本
報告をヒントに，アサヒナコマルガムシの新生息
地を探索されたい．
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【短報】千葉県と静岡県からのコケシトガリハネカ
クシの記録

コケシトガリハネカクシ Medon tomokoae Shibata 
et Fujimoto, 2017 は，香川県の瀬戸内海沿岸部 （小
豆島，丸亀市の広島および本島を含む） から得られ

た標本をもとに，最近に
なって記載された潮間帯
性のハネカクシである．

本州においては，神奈
川県の海岸からのみ知ら
れる （齋藤，2019）．筆者
は，本種を千葉県および
静岡県において確認して
いるので報告する．

1 ♂，千葉県南房総市
千倉町大川，4. V. 2012；
1 ♂，6 exs. （ 性 別 未 決
定），静岡県静岡市清水

区三保吹合の岬，22. X. 2016，筆者採集，保管．

千葉県においては，岩礁地帯に接した小さな浜
辺で，干潮時に半分埋まったこぶし大の石下より
採集した．現時点で本種の東限記録となる．同所
的にはヒラズイソアリヅカムシ Physoplectus reikoae 

図 1．コケシトガリハネカクシ
（千葉県南房総市産，

 スケール 1 mm）． 図 2．コケシトガリハネカクシ確認環境 （静岡市）．


